
〈小 学校特 別活動 部会 〉

研究主題

「児童 の 自主的 な生活 態度 の定着 を図 る個 に応 じた指 導 の充実 」

一学級 活 動② にお け る安全 に関す る事項 の学 習 を通 して 一

研究の概要

平成15年 度 の研 究開発委 員会 では 、特 別活動 の 目標 を達成す るた め には、児 童 の活動 を

その 目標 に照 らし合 わせ 、実現 状況 を評価 し、的確 に指 導 をす るこ とに よっ て児 童 一人一 人

に確か な学力 を身 に付 け させ るこ とを基 本 に、特別 活 動にお いて 育てた いカ を明 らか に し、

「指導 と評価 の一一H体化 」を進 めて 、学級 活動(1>に お ける評価 を生か した個 に応 じた指導 の方

法 を研究 して きた、

今年度 は、児 童 を取 り巻 く環境 を鑑 み 、児童 をね らった誘拐や 連れ 去 り、性犯 罪 な ど犯罪

被 害 の防止 、万引 な どの非行 防止 を題材 とした健 企 な生活態 度の育成 を、児 童がll]ら 生 き る

カ を育 て る上 で欠 くこ とので きない課題 で あ る とと らえて 、 これ らにか かわ る学 習 を学級 活

動(2)を 通 して研 究 し、題材 を開発 した。

1研 究 の 目 的

集 団思 考 を通 して児 童 が 自らの生活 にか かわ る実 践 日標 を 自己決定 す る学級集 団の話合 い

な ど、児 童 の 自主的 な生 活態度 の定着 を 図る個 に応 じた指 導の充実 を図 り、特 別活 動 の 目標

の達成 を 日指す研 究開発 を進 める。

皿 研 究 の 方 法

1前 年 度 までの研 究 におけ る 「指導 と評価 の 一体 化 」の 考え方 を基 に研 究 開発 を進 める。

2特 別 活動 の 目標 、学級 活動 の特質 に基づ く授 業 を基本 として研 究開発 を進 めるn

3学 級 活動(2)の 特 質 を明 らかに し、適 切 な指導 の在 り方 を追 究す る.

4常 に児童 の具体 的 な姿に碁 づ きなが ら研 究 開発 を進 める。

」ユ
(])学 級 活動(2)に お いて、児 童 に どの よ うな力 を育 てれ ば よい のか を明 らかにす る。

(2)学 級 活動(2)の 内容(オ)「心身 ともに健 康 で安 全 な生活 態度 の形成 」 にか かわ る具体 的 な

指導 事項 を明 らか にす る.

(3)各 学年 にお け る 「安全 に行動 で きる能 力や態 度 の育成 」にかか わ る指 導 内容 の系統性や

題材設 定 の在 り方 を明確 に し、年 間指導計 画へ の効果 的 な位置 付 け方 を明 らか にす る。

(4)「 安全 に行動 で き る能力 や態度 の 脊成」 に かか わ る指導 内容 につ い て、校 内の指導 体制

や地域 社会 の教育 力 を生か した指導組織 の在 り方 を明 らかにす る。

(5)「 安全 に行動 で き る能力 や態度 の育 成」 に かか わ る題材 につ いて 、効 果 的な 指導 の在 り

方 を明 らかにす る。

(6)「 安全 に行動 で き る能力 や態度 の育成 」の指導 内容 につ いて、「指 導 と評価 の…体化 」の

在 り方 を模 索 し、個 に応 じた 指導 の充実 を 目指す。
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皿 研究の内容

学級活動(2)で育てたいh
特別活動 目 標

盟ま しい集団活動を通 して,心 身の調和のとれだ発遼 と儘性の伸長を図るととも

に,築 団の一曇と しての自覚を深め,協 力 してよりよ い生活を築 こうとする自主的,

実践的な態度を育てる。

学 載 の 人 入 が 集閥

碑 最 と して曲 霞覚 を

もっ ご、健 金な慧蒲態壌

声劇"1婦 け る こ とが艦

活 の 充 輿{安 黛 も 爵ぬ

て)に つなが る.

生活や挙習に適臨する

心舞の健康を増進す
る(健 康 ・安全)

生活や学習への適応や

健康や安全

な どの心 コの

全 な生活

活 動 を とお して、

孕の一 ・としての を深 め 、

協 力 して よ りよ い生 丑

集 団の 一 員 と しての

自覚 をもつ

、執

社会の一員としてルールを

守るなど

よ りよ い 生 活 を築 こ

うとする

蓄

より安全な、学級の全員が心

身共に健康であることが前提

健轟隷薫活態度を身
1謝 ける

鍾

鞍圃の中で自己奄銭鯉し、臼常虫潜を営融ために

雌 鱒 行動の仕痘を身に」鳴 るなど健 全な生活態
腹の奮威鷹鱒 わる溜動

　ヘへ 　が

健全な生活態度の育成

望脚 燗 関係の蔽}

基本的な生活習慣
の形成

その他の内容

日常の道徳性の指導、国民の

祝日や長期休業日の事前 事

後指導など

安全で、心身共に健康な生活

@
心身ともに健康で安全な生活態

度の形成

1学 級 活動(2)の 特 質 と育 てた い力

特別活 動 の 目標 は、「望ま しい集 団活 動の展 開」「心身 の 調和の とれ た発 達」「個性 の発 見 と

理 解」 「祉 会性 の育成 」「自主的 、実践 的な態度 の育成」 に あ る。学級活 動(2)で は、児重 の 日

常 生活や 学習及 び健康 や安全 にかか わ る共通 の問題 にっい て 自主的 に話合 い、 自分の課 題解

決 に 向か って 白己次 定す るこ とを通 して、集 団の一一員 と しての 自覚 を深 め、協力 して よ りよ

い 生活 を築 こ うす る 自主的、 実践 的 な態 度 を育て るこ とをね らって い る。

そ こで、学級活動(2)で 育 てた いカ を、授業者 が 日ご ろの 実践 を通 して育 てた い力 と して取

り組 ん でい る内答 や学級 活動 の 目標 を分析 し、中央教 育審議 会 で示 され た確 かな学 力 を勘案

して以下 の よ うに導 いた。

0

0

0

生活や学習に適応 す る

心身の健康 を増進 す る

健全な生活態度 を身に付 け る

○

O

O

集 団 の一 員 と して の 白覚 を もつ

よ りよ い生 活 を築 こ うとす る

自 ら進 んで 行 動 す る
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2内 容(t)「 心 身 ともに健康 で安 全な生 活態度 の形 成」 にかか わ る具 体 的な指 導事項

心 身 と も に 健 康 で 安 全 な 生 活 態 度 の 形 成

塵
自分の健康状態に関心をもち、身近な日常生活における問

題を自ら見付け、自分で判断できる能力や態度の育成

心身 の発 育 ・発 達 、心身 の健 康 を高 め る生活 、

健 康 と環 境 のか か わ り、

病 気 の 予 防 、心 の 健 康 な ど

塵
自他 の生命 を尊亜 し、日常生活 を安全に保っ ために必要 な事

柄 を理解 し、進んで きま りを守 り、安全に行動 できる能力や 態

度 の育成

日常生活における安全 交通安全 な ど

3「 心 身 ともに安 全な 生活態度 の形 成Jに かかわ る題材 の開発

ひ とたび児 童が 、非行 を した り、犯 罪 に巻 き込まれ た りす る ことで 、学校 が 日々積 み上 げ

た教育 の成果 が失 われ て しま うこ とも懸念 され る。学級 活動(2)は 、児 童 の個 性や 社会性 をは

ぐ くみ 、集 団の一 員 として の 自覚 を もって社会 に適応 し、そ の発展 向.Lに 寄 与 で きる よ うな

資質 を高 める教育 活動 であ る。学級 活動(2)の 「心 身 ともに健 康で 安全 な生活 鮨度 の形成 」に

関す る内容 で、非 行防止 ・犯罪被 害 防 止にか かわ る題材 を取 り上 げ る こ とは意義 深 い。

〈発 達段 階に応 じた ね らい と題 材等 〉

学
ね ら い

主 な 題 材
外部人材等

犯罪被害防止L
年 /

∫

第 生 命 の 大 切 さを 知 る ・逮 れ 芸 り ・警 察署員
ユ

.

2

学

と とも に、身 のま わ りの

危 険 につ い て 理解 し、進

ん で 自分 の 身 を 守 れ る

よ うにす る。

、

・誘

'・ 憐
'

、

・、懲

拐

被 害

喝被留

・少 年 セ ン ター 職 員

・ス ク ー ル サ ポー ター

年 "・ 暴
狩被審

・民 生 ・児 童 委 員

第

3

生 命 を尊 重 す る と と

もに、身のまわ りの危険

ぐ ・個
人情報

聞愚掛 し
・青少年 委員

■

4

学

年

につ い て 理解 し、進 ん で

安 全 に 行 動 で き る よ う

にす る。

・万 引

・喫煙 ・飲 瀬Ff≒

・薬 物雷鵬5 }

・保 護 司

・保 健所職 員

・商店 主
第 自他 の 生命 を 尊 重 し、 ・暴 考ラ ～

」

5 安 全 な生 活 のた め に必 ・恐 喝
A

呂

・自治 会 長

6 要 な こ と を 理 解 す る と

とも に 、進 ん で き ま りを
・ハイ勤 犯罪,' ・犯 罪被 害者

学
守 り、安 全 に行 動 で き る

・放 火
な ど

年
よ うに す る.

非行防止

4年 間 指導 計画へ の位置 づ け と指導 体制

学級活 動 の標 準授 業 時数 は35単 位 時 間で あ り、 内容(1)の 自発 的 ・自治的 活 動の充実 を 図

るた めに は内容(2)に 充 て る授業 時数 は限 られ る。 したが って、仮 に 内容(2)に10時 問 充てた

と して も、「心身 ともに健 康で安 全 な生活態 度 の形 成」に関す る内容 は年 間1時 間程度 で ある。

したが って、各学年 の年 間指 導計 画へ の位 置付 け を明確 に し、系統 的 ・発展 的 な指 導 を行

え るよ うにす るこ とが大 切で ある.ま た 、児童 の健 全 育成 にかか わ る関係 諸機 関 との連携 を

深 め るた めの校 内組 織 の編成 す る とともに、他 の教育 活動 との 関連 を図 る工夫が 必要で あ る。
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1V指 導事 例

1第2学 年 の事例

(1)題 材 名 「きみ な ら ど うす る?こ ん な とき!」

(2)題 材設定の理 由

ll乍今、児童 の生活 は決 して心身 ともに安全な もの とは 言えない状 況にあ る。不審者 の学

校 内部へ の侵入、児童の連 れ 去 り事件 、変質者 の出没 な ど、児童 が被 害者 になって しま う

事件 は大 きな社会問題 とな ってい る。 実際に学 区域 で も児 童が変質者に危 害を加 え られ た

り、連れ去 られそ うになった りす る事件 が多発 してい る。

この よ うな事態 に対 し、何か事件 が起 こってか ら対 処す るだ けでな く、事前に危険 を予

知 し的確 に判断 し、事件 を自主的に回避 す る能力 を培 う指 導、児竜 に 自分の命 も友 達の命

も同 じよ うに大切にす ることができる豊 かな心を育て る指導 が学校 に求 め られてい る。

子 どもを と りま く様 々な危険について理解 させ 、それ に対す る危 険予知能力、危険 回避

能力 、危険対処能力 を身につ けさせ たい。そ して 、それ は 自分のためだ けの ものではない

とい うこと、 自分 さえ良けれ ばいいのではな く自分 と同 じよ うに周 りの人 を も大 切にでき

るとい う心を育てたい と考えて、本題材 「きみな らど うす る?こ んな とき!」 を設定 した。

(3)題 材 の構成

児童 の実態

・危険についてある程度の

知識はもっている。
・1Eしい対処法は身に付い

ているといはいえない。

社 会 的な背 景

・子どもが被害者になる

事件が多発 している。

(速れ去 り、性被害など〉
・豊かな心の育成

保 護者 の 要望

・学校内の安全対策

・児童の安全を守る

・危険な場面の対処

地域 の実態

・中学校区推進協議会で安

金マシプを作 り、危険な場

所を示 している。
・学校がり一ダーシップを

とる必要がある,、

獺'

脂 す児鞭 畢'

・自分や友達の安全を守ろうとする子 ・危険に対する正しい知識を身にっけ
、実践しようとするr

、 ノ羅
《手立て①》 羅

○ 現在 、社会 で起 こっている犯罪な どにっいての正 しい知識を教 える.
・ 事件 に巻 き込まれないための回避の方法

・ 事件 に巻き込まれて しまった ときの対処法

照

《手 立て②》 ・鼻

○ 実 践 に生 かせ る練 習 をす る。 ・ワー クシー ト ・ロール プ レイ ・紙 芝居

・「きみ な らど うす る?」 カ ー ドを使 っての練 習 ・小集 団で の話合 い ・大 き な声 を出す 練 習

(4>ね らい ① 犯罪な どについて正しい知識をもっ ことができる。

② 自分や友達の安全 を守 るための方法 を知 ることができる。

③ 学習 したことを今後 の生活に活かそ うとすることができる。

● 考 察

題材に ついて:児 童 は この学習活動 を通 して、 自分 の身 のまわ りにあ る危険 につ いて再認識

した.特 に低 学年 の児童 は不審者に よる連れ 去 りの被害 にあ うこ とが多 く、 この時期 に、

1単 位 時間 を使 って、不審者 に よる連れ去 りへの対応 の仕方 を学習す るこ とは有効であ る。
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(5)本 時の展開

つ

か

む

取

り

組

む

ま

と

め

る

O学 轡活動 ・予想 され る児童 の反応

○今 までの経験を振 り返る,,

「今までに知らない人に声をかけられたり怖い思いをしそ

うになったりしたことはありますか引

・指導上の留意点 〈〉言平イlj行

・下校時や放課後の出来事を思い出させる。
・自分の経験を振 り返ったり友逮の話を聞いたり

して、身の周 りにある危険に関心をもたせる.

「今 日は、このような事件にあったときに、自分や友達の安全を守るための大切な学習を します。」

O学 習の進め方を確認する。

「紙 芝居 を見 て 、ど うした らい い か 考 え て くだ さい .」

紙 芝 居 の 内容

ここは、○ ○ 小 学 校の2年1組 です,み んな仲 良Lで 明 るく楽Lい クラスです。

「今 日の勉 強 は終わりです。みなさん、一 人 で帰 らない で近 くの友 達と一 緒 に帰りましょうね。」

担任 の先 生 が言い ました。

「一 緒に帰 ろう。」ひろちゃんがこうちゃんに言いました。

「今 日は急ぐから一 人 で帰 るよ。」こうちゃんはさっさと一 人 で帰 ってしまいました。仕方 がないので、ひろちゃんはふみちゃんと

いっしょに帰ることにしました。

こうちゃんが一 人で歩いていると、知らtsいおじさんが、車の中から声をかけてきまLた。

「こうちゃんだよね。実は、お母 さんが 急病 になって病 院に運 ばれたんだよ。おじさんといっしょに車 でお母 さんの病 院 に行こう。」

「お母 さんが病 気?大 変だ。でも、知 らない人 だなあ。」こうちゃんは考えまLた。すると、おじさんは、

「さあ、早く車 に乗 って。急がないとお母 さんが苦しんでいるんだよ。」と言いました。

0「 きみ な ら ど うす る?こ ん な とき!」

おじさんは、お母 さんが病気だといっています。一

緒に車に乗ってお母 さんの病院に行 きますか?

・知 らない人について⑦ ⑰ ない。

・知 らない人の車に@ら ない。

無理に乗せ られ そうになったらどうしますか?

・㊧ お ごえをあげ る。・㊥ ぐ逃 げる。

・要所 で1き み な ら ど うす る?カ ー ド」 を出 し、

グル ー プ ご とに考 え る とい うこ と を伝 える。

/」 きみならどうする?-1

・グルー プご とに相談 して発表 をす る。

きみならどうする?

す るとそこに、ひろちゃんとふ み ちゃんが 通 りか か りました。こうちゃんカぐ知 らない人 の 車 に乗 せられ そうにな っています 。

友達が怖 い思いをしています。 どうしますか?

・近 くの家 の人や 大人に◎ らせ る。
・SOSカ ー ドを 提 示 す る

。

きみならどうする?

こうちゃん は、おじさんの 腕 を振 り払 いや っと家 に着 きました。家 にはお 母 さんが い ました。

家の人に帰 りの出来事 を話 しますか?

・家の人に◎ らせ る。

　=」翌 碩璽]

O今 日の学 習 の ま とめ をす る。

「イ カ の おす し」 につ い て 知 る。

今 日の学 習 で わ か っ た こ と、 これ か らの生 活 に生 か して い こ

うと思 うこ とな どを ワー クシー トに書 く。

綴鵬

…

・巳巳舳榊 いL犠

ね ド

懸欝獺
桑賦 撚 罵

◇r伽 おす.lre灘 聯

舞
繰 覆

◇今 日の学習 を今後の生活に活か していこうと

する意欲をもつ,,

学習活動について:本 題材では、実際に児 童が遭遇 しそ うな事態 に ど う対応 す るこ とが よいか

をグル ープや学級全体 で話 し合 いなが ら追究 ・解決 した。一人 一人 の児 童の 「ど う対応す る

べ きか」 とい う意識 が集 団思考において明確 になった。また 「標語」の活用 も有効 であった。
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2第5学 年の事例

(1)題 材名 「強 い心 、 弱 い 心 」

(2)題 材設定の理 由

少年犯罪 の増加が社会問題 となっている。とくに街頭犯罪 に占める少年 の割合が極 めて多 く

なっている。社会全体の規範意識の低下により 「万引きは犯罪 である」とい う認識が不足 して

いる。また、窃盗,薬 物乱用な ど,子 どもたちが起 こす事件 が後を絶たない。この ような社会

1的背景,保 護者や地域からの要望,そ して何 より子 どもたちが安全で豊かな生括を送 るこ とが

できるようにす るため,今 回の題材 「強い心 ・弱い心」を設定 した。

この学習を通 して、子どもたちに犯罪に対す る正 しい知識 をもたせ るとともに,犯 罪 に巻き

込まれ ないための対処能力を身に付 け させたい1,そ して,「 自分 さえよければいい」 とい うこ

とではなく自分 と同 じように周 りの人 も大切にできる とい う心を育てたい。子 どもた ちが被害

者 にな らないための指導だけでな く,加 害者になって しまわないための指導 も行ってい く必要

がある。

(3)評 価の観点と評価規準

育てたいカ 評価の観点 評価規準

・集 団 の 一員 と して の 自覚 ・自分や友達の健康 ・安全について ・自分や友達がどのように した ら安全で健康な生活を送るこ

を もつ 考 え る。 とが でき るか,考 え よ う とす る こ とが で き る。

(関 心 ・意欲 ・態 度)(思 考 ・判 断 〉

・身 の 回 りの様 々 な危 険 に つ い て 知 る こ とが で き る
。

(知 識 ・理解)

・よ りよい生 活 を築 こ うと ・犯 罪 に 関す る知 識 を身 に つ け る
。 ・犯罪をお こさない,引 き込まれないために必要なことを考

する
・危険予知能力を身につける。
・犯罪回避能力,対 処能力を身につ

え る こ と が で き る。(思 考 ・判 断)

・犯 罪 に引 き込 まれ そ うに な っ た とき との よ うに 対 処 す れ ば

・健全な生活態度を身に付
け る。 よいか,自 分で解決方法を見いだすことができる.

ける
(思 考 ・判 断)

・正 しい解 決 法 を知 る こ とが で き る。(知 識 ・理解)

・自ら進んで行動する ・学習 した内容を今後の生活に生か ・自分や友だちが安全に生活するために,今 後の行動の仕方

そ う とす る。 を考 え る こ とが で き る。(思 考 ・判 断)

【乎だて① 】現在,社 会 で起 こっている犯罪 な どにっいての正 しい知識 を得 る。
・犯罪 に巻 き込まれないための回避方法、・犯罪 に巻 き込 まれ て しまった ときの対処法

【乎だて② 】実践 に生かせ るよ う練 習す る。
・ワー クシー ト ・ロール プ レイ ・小グル ープでの話合 い ・ゲス トテ ィーチャーのお話

【手 だて③ 】学習 した ことを今後の生活 に生かせ るよ うに確認す る。

(4)ね らい ア 犯罪にかかわる正 しい知識 を身に付 ける。

イ 万引きに誘われた ときに毅然 とした態度で断 ることができるようにする。

● 考 察

題材について:万 引のような初期型非行 に11'iめる小学生の割合は決 して大きくはない。 しか し、初

期型非行の契機は、仲間か らの誘いによる場合が多い。 このよ うな事態における対処法を、

共通の問題 として具体的な事例 を基 に学習す ることは有効である。
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(5>本 時の展開

つ

か

む

取

り

組

む

ま

と

め

る

O学 習活動 ・了・想 され る児童 の反応

O万 引 きに対す る事前ア ンケー トの結果 を聞 く。

「万引」 とは、 どん なことか知 っていますか、

・店の ものを勝手 に盗 って くるこ ど、
・お金 を払わないで商品 を持 って行 くこと。

「万引き」 を どう思いますか。
・悪い こと、や ってはい けないこ と。
・やった人は心が弱 い。
・店の人や親 に叱 られ るか らや りた くない。

「万引き」対策 としてお店 がや っている ことで知

っている ことはあ りますか。

・監視カメラ

・「中身は レジで」 と書かれた見本の箱

・角(隅)の 鏡(ミ ラー)

・「万引き防止」の張 り紙

O「 なぜ万引 きを してはい けないのか」 をみんなで

考え る。

○本時の学習内容を確認する。

「万引き」 は犯罪 です.絶 対 してはいけない こ と

です。 でも誘 われ て しまった らど うしますか。 ど

んな態度 を とった らよい か、み んなで練習 しま し

よ う.

Oワ ークシー トに 「万引 きに誘 われた ときなん

といって断るか」 を書 く。

○実際 に万引 きに誘われた ときの対処法 を ロール プ

レイを通 して体験す る。

① 「欲 しい もの を万 引 き して くるか ら買わない

か」 と誘われ た とき

② 「一緒に万引きを しよ う」 と誘われた とき

1③ 「万引き して こい」 と命令 された とき

O警 察官 か ら万引きにつ いての話 を聞き,誘 いか ら

の 断 り方 を学ぶ。

O今 日の学習のま とめをす る。

「学習でわかった こと,実 際に誘 われた ときど う

す るかな どワー クシー トに書 きま しょ う。」
・万 引きは犯罪 なんだとい うことが よくわかった

。
・だれ に誘 われ ても絶対万引 きなんか しない。
・自分一人で どうしよ うもな くなった ら,大 人に相

談す る.

・指導上の留意点 ◇評価

・児童の意識 が どの程度 かを確か める。
・万引き とい う犯罪 にっいて関心 を もたせ るた

めに,ス ーパー な どに掲示 され てい る 「表示」

な どの写真 を用意 す る。

・本時 の学習 内容 の大切 さを理解 させ ,意 欲 を

もたせ るよ うにす る。
・「見つ か らなけれ ばや って もいい」 とい う考

えはだ めだ とい うこ とを押 さえる。

◇本時の学習内容を知 り,学 習に対する意欲を

もつ。

・犯罪 に巻 き込まれ そ うな場面に あった とき
,

自分 な らどうす るかを考 え させ る。

◇ 自分 も犯罪 に弓 き込 まれ る可能性 が あ るこ

とに気付 く。

・人間関係 を説 明 し,最 初 は普通 の会話 をす る

よ う、また、照れ てふ ざけて しまわ ないよ う

に指導す る。

・「万引きの怖 さ」 「被害 の実情 」 「断 る ときの

毅然 と した態度 の大切 さ」 を話 を依頼す る.

◇今 日の学習を今後の生活に活か していこう

とす る意欲をもっ.

・自分 の思 ったこ とが書け るよ うにさせ る、,
・発表 を させ る ときは ,な るべ く強制 しない。

学習活動について:万 弓に誘 われた際の対処法をロールプ レイをとお して学んだ。誘 う役を児童

にさせ ることは不適切であるため他 の教師に依頼 した。初めての事態への対応 について多 く

の児童が真剣 に考えていた。また、現役警察官の実際の話は、児童の心に響 き、今後の行動

を考 える上で有効であった。
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3第5学 年の事例

(1)題 材 名 「見 え ない 相 手 」 一ハ イテ ク犯罪か ら自分や 友達 を守 ろ う一

(2)題 材 設定の理 由

ここ数年、児童 を取 り巻 く仕会環境 は著 しく変貌 を遂げている.情 報網 の発達により、幼

い ころか ら多 くの情報 を得 られ るようにな り、児童の成長を超 える速 さで、情報機材の 日常

化が進んでいる。毎 日の生活が情報網の発展に より、便利 にな り、人々の生活 も確かに豊か

になっている。その反 面、一歩踏み違 えると、大 きな危険をもた らす ことも否定で きない状

況である。

不審者 ・誘拐 ・万引 ・薬物乱用な どの危険 と同時に、情報通信 を使 った、児童の前に姿 を

現 さない犯罪 もある。新学期に多い電話による住所や電話番号の聞き出 し、高学年 になると

持ち始める携帯電話 のワン切 り ・迷惑 メール、興味本位で見始める危険なサイ ト・チェー ン

メールなどの被害 も多 くなってい る.ハ イテク犯罪 に巻き込まれないよ うに しようとす る児

童の意識 を高 めることも必要であ ると考 える。

高学年 になって塾通いな どによ り行動範囲が広 がるため、児童に携帯電話 を持たせる保護

者 もみ られ るようになった。姿の見えない相手 による犯罪か ら身を守 り、また 自分 自身 も悟

報発信者になった ときに責任 を持てるよ うな規範意識 を高めることも、学校教育に求め られ

てい る。

(3)題 材の構成

学級活勤(2) で育てたいカ

心身ともに健康で1

安全粧 活態度の形成

o偉 溶や学潤に適応する

O集 囲の一・員 としての自覚を島つ

O心 身の健康を増避す為

oよ りよい生活を箪二うと章る

o健 全 な生活態度 を嫌 に付 ける

o

危機回避能力 危険予知能力

規範意識 自己拍導能力

自ら進んで紆動ず畜

懸
手だて 〔知識〕 手だて 〔態度〕 手だて 〔回避能力〕

・ハイテ ク犯罪の実態 と被害

防止 のため の適 切な対応

法 を理解する.

・実践 に生かせるような対処

法 を身に付ける.

・学習 したことを今後に生か

せるよ うに確認す る。

ワ ー ク シー トTTの 工 夫

ロ ー ル プ レイ

ゲ ス トテ ィー チ ャ ー の 活 用

(ス クー ル サ ポ ー ター)

(4)ね らい ア 電話や携帯電話、 コンピュー タを正 しく、安全 に活用す る方法 を知 る。

イ 身近な情報 を過信せず に、物事を判断 でき るよ うにす る。

ウ 自分が加 害者側 にな り得 ることも理解 し、健全な生活 を送 るよ うにす る。

● 考 察

題材について:咋 今 「振 り込め詐欺」など、相 手が見えない犯罪が急増 している.児 童 の身近に

ある個人情報の聞き出 しや将来的に活用す るハイテク機器にかかわる事件にっいて理解 し、

その対処法を知ることは、健全な生活態度の育成 を進 める上で有効である。
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(5)本 時の展開

つ

か

む

取

り

組

む

ま
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め

る

○学闘活動 ・予想 される児童の反応

O本 時の学習内容を知為,

「ハ イテ ク犯罪」 とい う言葉 を知 ってい ますか。

・携 帯電話、 コン ピュータを使 った犯罪。

「振り込め詐欺」や 「迷惑メール」など、大人でもだま

される電話やコンピュータを使った犯罪のことです。

O本 時の学習内容 を確認す るr,

ハイテク犯罪は相手の姿が見えません,,こ のことを利

用 して行われる犯罪です。そのために、安心 して電話

やコンピュータを使えないこともあります。そんなと

きどうすればよいかを学習 します。

二つの場 面に遭遇 しま した,み な さん も○○ さん

になったっ もりで考えて くだ さい。

場面1

留守番 を している ときに電話がかか ってきま した.

Oロ ールプ レイをす る。
・ 電話を切 る ・教えて しま う、,

O演 技を した友達の対応 にっいて、 よかった ところ、

危険だった ところについて話 し合 う。

魎
もってい る携帯電話 に、お もしろそ うなメール

が入 ってき ました。

Oあ なたな らどうしますかe

Oカ ー ドに 自分 の考えを書 く。

O自 分 の意 見を発表 し合 う。

・指導上の留意点 ◇評価

・本時の学習 内容 を理解 させ、意欲を高める。
・日常生活 を振 り返 らせ 、知 ってい ることを発表

させ る。

・だれ もが巻 き込 ませ る'可能性が ある共通 の問題

である こどを押 さえる。

スクールサ ポー ター の方か ら、ハ イテク犯罪 につ

いて のお話 を聞 きま しょう。

も しも し、00さ んのお宅 です か。 私は口口の父親

です が、まだ子 どもが帰ってこな くて困ってい ます。

緊急連絡網 をな く して しまい、あなたの電話 番号だ け

分 かったものです か ら …

母親 の具合 が悪 くなったので至急連 絡 をとりたい の

です、クラスの人 の名前 と電話番 号を教えて くだ さい。

・教 室外 か らT2が ワイヤ レスス ピーカー を使 っ

て電話 をす る。
・す ぐに電話 を切 った場合 はまたかけ直す。
・演技後 は児童 の役割 を しっか りと解 く。

こんにちは(*o*)わ たしは、ゲームが大好きな6

年生の女の子です。ゼルダやマリオテニスのゲームの

ことお話ししまぜんか?お 話ししてくれたら、最新の

マリオのシートをあげてもいいよ。(;o;)

・携 帯電話やチ ャ ッ トを使っていない児童は 、想

像 しなが ら書 くよ うに助 言する。

◇ 今 日の学 習を今後 の生活 に活 か して い こ うと

す る意欲を もつ。

1住 所の聞き出しについて

① 住所や電話番号を聞き出す目的
・ダイ レク トメール、空き巣、パスポー ト偽造、嫌がらせ
→ 犯罪に加担することに

② 正 しい対処法
「連絡網がどこにしまってあるのか分かりません。」など

ll携 帯電話を使 うとき
・知らない人からのメールは開けない

・ワン切りにかけ直さない

・返信を打たない

O学 習 のまとめをす る。

毎 日の生活に役立つ シールを作 りま しょ う.

・「あわてない」 「す ぐに話 にの らない」 「事 実を

確 かめ る」 「人の うわ さ話を しない」 ことな ど

を再確認す る。

・自分が特に気 をつ けなけれ ば行 けない ことをシ

ール に記す。

学習活動 について:他 の教 師を犯人役 に した個 人情報 聞き出 しにかか わる臨場感のあ るロー

ル プ レイは、演 じた児 童だけでな く、観 衆の児童 もその対処法 につい て真剣 に考 えてい

た。 ロール プ レイの際 には、終 了時に役割 を確実 に解 くこ とが求 め られ る。また、ス ク

ール サポー ターの話 は
、児童が今 後、健 全な生活 を送 る上での大切な指針 とな った。
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V研 究のまとめ

1学 級活動(2)の 評価規準 と生活指導で育てたい諸能 力

学級活動

生
と
実

汽
ノ

し

「り

ょ

こ

劃

度

り

築

自

態

よ

を

る

的

活

す

践

よ りよい生活 にしよ

うとする関心 ・意欲 ・

態度をもつ。

}「＼

自缶 の課趣 を見 出

し、改善の方策を考

え、判断す る。

白分 の[標 に 向 か

って よ りよい 方 法

で実践す る。

健 金 な 生1

さ、実践方

す る.

自己向上力
∴=.

＼[〔

十

〔 配 改渤 ノ ・一.」一〕iI-一

自己決定力〔所聴 責任感 濠
ム

課朧 所 …ユ
ムNLへ 」

// [二
ノ ノ

}⊂二三 自己指勒H

2「 心身ともに健康で安全な生活態度の形成」にかかわる具体的な指導事項

心 身 と も に健 康 で 安 企 な 生 活 態 度 の形 成

「保健指導 」

自分の健康状態に関心をもち、身近な日常
生活における問題を自ら見付け、自分で判断
できる能力や態度の育成

心身 の発 育 ・発 達、心身 の健康

を高 め る生活、健 康 と環境 のか

か わ り、病 気の予防、心 の健康

な ど

殴望窮コ
自他の生命を尊重し、口常生活を安全に保っために必要な

事柄を理解 し、進んできまりを守 り、安金に行動できる能力

や態度の育成

日常 生 活 に お け る安 全 交 通安 全 な ど

・万 引

・喫 煙 ・飲 酒

・薬 物 乱 用

・暴 行

・恐 喝

・ハイテク犯罪

・放 火

一 一 一 一 ■

・連 れ 士 り ・誘 拐 ・性被 害
・恐喝破害 ・暴行被害
・個 人情報 聞き出 し

一一 一一 一 一 一

3「 安全に行動できる能力や態度の育成」にかかわる指導内容の年間指導計画への位置付け

学級活動(2)で 取 り上げる 「安全に行動できる能力や態度の育成」にかかわる内容 は、年間1単 位

時間程度が適当である。各学年 の指導内容 を系統的 ・発展的 に年 間指導計画に位置付けるよ うにす

る。なお、日常の指導においても適宜、「安全に行動できる能力や態度の育成」にかかわる指導を行

うことが必要である。

4校 内の指導体制や地域社会の教育力を生か した指導組織の在 り方

指導体制については、校長の指導の下、特別活動主任 と生活指導主任 が連携 を密 にして、児童を

取 り巻 く環境の状況や児童の生活実態に基づ き、適切に教育課程 に位置付 けるとともに、関係一者機

関等 との連絡調整をする担当者 を配置す るなどの工夫が求め られ る。

関偲㈱欄 外灘人柑

警察署、少年センター、児童相談所、保護観察所、

少年鑑別所、教育委員会 など

警 察 官 、 ス クー ル サ ポ ー タ ー 、少 年 警 察 ボ ラン テ ィア

民 生 ・児 竜 委員 、 主任 児 童委 員 、P咀 福祉 司 、保 難司 な ど

5「 安全に行動できる能力や態度の育成」にかかわる指導の効果的な指導の在 り方

効果的な指導方法 としては次のよ うな ものが肇げ られ る。

・ 提示資料の形態:紙 芝居
、人形、 ビデオ資料、パ ソコンによるプ レゼンテーシ ョン など

・ 指導の諸方法:話 合い、ゲス トテ ィーチャーによる説話、 ロールプ レイ など

6「 安全に行動できる能力や態度の育成」にかかわ る内容の 「指導 と評価の一体化」

学習 を通 して児童 の生活状況が安全に配慮できているか、規則を尊重 しているかなどを観察など

により評価 し、適宜学級全体又は個別に指導する。授業においては、児童の実態を考慮 して、ね ら

いに基づ く期待す る児童 の姿を想 定 して指導を行 うことが重要である。
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